
[事案 25-189] 配当金支払請求  

・平成 26年 7月 4日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

  契約時に、配当金変動のリスク説明が全くなかったことを理由に、設計書記載の積立配当金

の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

  昭和 63年 1月に契約した養老保険について、以下の説明が無かったので、満期時に、設計

書に記載されたとおりの満期時積立配当金を支払ってほしい。 

(1)契約時に、満期時積立配当金額が設計書に記載された金額が大きく変動するリスクについ

て説明が無かった。 

(2)保険会社は、契約当初の説明どおりの配当金の支払いができなくなることを予測できてい

たにもかかわらず、契約者に明確な通知をしていない。 

＜保険会社の主張＞ 

  以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)保険契約の内容は約款において定められており、配当金に関する約款の規定によると、保

険会社が設計書に記載した金額の支払い義務を負うことはない。 

(2)契約時、保険会社は配当金額の変動について適切な説明を行っており、契約後も適時に配

当金の状況について知らせている等の事情を考慮すると、信義則上、設計書に記載した配

当金額の支払い義務を負うものではない。 

＜裁定の概要＞ 

  裁定審査会では、当事者から提出された申立書、答弁書等の書面の内容にもとづき審理を行

った。審理の結果、以下のとおり、申立内容は認められないので、指定（外国）生命保険業務

紛争解決機関「業務規程」第 37 条 1項にもとづき、裁定書にその理由を明記し、裁定手続を

終了した。 

1. 以下のとおり、保険会社に、設計書の記載のとおりの満期時積立配当金の支払い義務を認

めることはできない。 

(1)保険契約は附合契約であり、定款・約款の記載によって契約内容が定められるが、本契約

の定款・約款によると、満期時積立配当金は、決算において生じた剰余金を原資とするも

のであり、契約後の経済状況・運用実績等によって変動するものであって、契約時に確定

した金額として定められているものではない。 

(2)契約時に、募集人は設計書を用いて説明したことが推認されるが、設計書には、記載の配

当数値は変動することがあり、将来の支払額を約束するものではない旨の記載がある。 

(3)契約時において、将来の経済状況・運用実績等を予測することは困難であり、保険会社に

は、経済状況等によって配当金額が変動する旨の説明以上の詳細な説明義務があるとまで

は言えない。 

2. また、満期時積立配当金は経済状況・運用実績等によって変動するものであり、保険会社

は、年 1回、配当金の積立状況等について、説明書面を送付するなどして申立人に通知し

ていることが認められ、同説明以上に、将来の満期時積立配当金額を通知する義務があっ

たとまでいうことはできず、申立人の主張は認められない。 



【注】附合契約とは、大量かつ定型的取引において、契約当事者の一方が予め定めた契約条項

（普通契約約款）を、相手方が包括的に承認することによって成立する契約のことです。

相手方は約款の各条項の内容を具体的に知らなくても約款に拘束されると解されてい

ます。 

 


